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	分析対象エリアは、図-4に示す県道79号朝霞蕨線の交差点改良事業とし、右折帯延伸による左折車の走行向上を計測することとした。分析期間は、供用開始の2010年2月および動線データの取得状況から設定した（表-1）。
	バスICカードデータは、北戸田駅入口交差点を左折する路線バスのうち1系統で概ね全時間帯でデータが取得されている。データ量は日当たり約50～70台、3月合計では約2,700台あり、分析上十分なデータ量である判断した。また、3月の平日全1,983台の時間帯別平均旅行速度を比較した結果、速度は10～18km/hの幅で、14～15km/hが最頻値となっていることから、実勢を反映していることが確認できた。
	バスICカードデータを用いて整備前後の実態を分析した。図-5は、整備前後の時間帯別平均旅行速度の比較結果を示しており、朝ピークで約0.5～0.8km/hの速度上昇が確認された。
	図-6は、日別時間帯別平均旅行速度の推移の比較結果を示しており、朝ピーク時間帯で速度が上昇している。

